
愛染明王（あいぜんみょうおう） 

愛染明王は、不動明王が姿を変えて現れたとされる明王です。 

一般的には恋愛を実らせてくれると知られている明王です。 

愛欲を断ち切ることで悟りへの道を進むことになるのですが、 

愛染明王は断ちがたい愛欲を無理に断ち切ろうとはせずに力に変えてくれます。 

その姿は他の明王と同様怒りの顔をしており、 

矢と弓を持っています。 

彩色・赤色・愛や情欲などの意味があります。 

特に赤色は日の輝きを示すと同時に愛欲を象徴されています。 

愛染明王は、人間が本来持っている煩悩とされる「愛欲貪染」の心を 

取り除いてくれる存在として古くから多くのあつい信仰がなされた明王です。 

愛が憎しみを生む可能性があり醜い姿に陥ってしまっても 

一歩進んで歩くことを教えてくれるのが愛染明王ですが 

実際には除魔や降伏にご利益があるとされ、 

愛染明王の姿は、顔は忿怒の形相をし、その顔には第三の眼があり、 

獅子の首を表した冠を冠っています。 

１面６臂の愛染明王の手には、 

数珠や弓、矢に三鈷杵、金剛鈴などを持ち時には厳しく、 

時にはやさしく救ってくれるとされています。 

 

愛 染 明 王 

http://ord.yahoo.co.jp/o/image/_ylt=A2RCK_CT_hdXjxkAfwOU3uV7/SIG=12orf76n3/EXP=1461276691/**http%3a/blog-imgs-47-origin.fc2.com/m/a/k/makobei2008/R1102107-02.jpg

